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新研究スタイルの一般化

ITBL

民間企業

大学
原研、理研、ＪＳＴ、
航技研、物材機構、

防災研

モード２の科学
　

多分野の研究者の相互作用により、
社会、経済的課題等の解決

大型実験装置

スパコン

データベース

研究機関

ITBLセンター

モード１の科学
　

個別専門分野を深く探求
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新研究スタイルのテストベッド

日本原子力研究所
関西研究所

ITBL棟
（2002年3月竣工予定）
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彩
都

ITBLセンター

播磨科学公園都市
（ＳPｒｉｎｇ-８）

神戸医療
都市

関西圏でのニーズ掘り起こし

けいはんな
学研都市

京都・滋賀

バイオ
（委員会）

物質
（委員会）

光科学
（委員会）

原子力
（委員会）

評価委員会
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各ITBLサイト上の基盤ソフト

ｾｷｭﾘﾃｨ基盤

アプリ

ﾐﾄﾞﾙ

ｳｴｱ

ｾｷｭﾘﾃｨ

ＯＳ

・

ﾊｰﾄﾞ

ｳｴｱ
中目黒・計算科学

SR2201,SP3

LAN/WAN構築ﾊｰﾄﾞｳｴｱ・ｿﾌﾄｳｴｱ(FireWall,Virtual Private Network他)

セキュリティポリシー規定(ITBL,現行運用業務)

（ポータルサービス）

ITBLｻｰﾊﾞ（各サイトで導入)

認証局侵入
検知

利用者認証機能（ｻｰﾊﾞ間認証機能含む）、アクセス制御
暗号

(SSL）

共用資源

商用ｱﾌﾟﾘ 公開ｱﾌﾟﾘ 公開DB
商用ｱﾌﾟﾘ 公開ｱﾌﾟﾘ 公開DB 専用ｱﾌﾟﾘ 専用DB

・・・

コミュニティA

東海研究所
VPP5000,SR8000

那珂研究所
Origin3800

関西研究所
Compaq  α Server SC

関西研究所
新規導入ｽｰﾊﾟｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

管理者機能　
・利用者登録/削除

・ｺﾐｭﾆﾃｨ開設/閉鎖他

・ITBL資源の登録/削除

・ITBL基盤ｼｽﾃﾑの運用管理他

専用UI

ｻｰﾋﾞｽ

共通情報管理

機能間連携、サイト間連携

専用UI 成果公開

成果利用

ITBL基盤ソフトの構成
STA(Seamless Thinking Aid)
　海外：　７機関
　国内：　１０機関
InterCompass:
　出荷数：　２７本

STA(Seamless Thinking Aid)
　海外：　７機関
　国内：　１０機関
InterCompass:
　出荷数：　２７本

可視化基盤

・リアルタイム可視化

・ポスト処理可視化

・協調的可視化

研究ｺﾐｭﾆﾃｨ基盤

・掲示板

・キャビネット

・会議室

・検索

その他

・ログ収集・表示
・ファイル操作

通信基盤　　 　通信制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、MPI通信ﾗｲﾌﾞﾗﾘ等　　（　ＳＴＡ通信基盤の拡張・強化　）

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発・実行基盤
（STA拡張) 

・プログラム開発環境
・ジョブ実行機能
・利用可能な資源情報表示

パソコン
ワーク

ステーション
パソコン

ワーク
ステーション
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グリッド普及上の問題点

（１）コンピュータ、データベース等の利用に係る
　　　会計情報の取り扱い

（２）利用体制と利用料金の取り扱い

（３）日本の縦割り型の組織体制と研究開発手法

（４）研究者・技術者のアイデンティティの問題
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当面なすべきこと

（イ）国内的、国際的基準作りへの努力

（ロ）グリッド拠点サイト及び高速回線網の整備

（ハ）公募予算の増額

（ニ）ネットワーク資源利用料金精算体系の整備




